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筑北村の人口筑北村の人口
総人口総人口 4,019人4,019人

男男 2,018人2,018人

女女 2,001人2,001人

戸数戸数 1,797戸1,797戸
（令和6年4月30日現在）（令和6年4月30日現在）

第第112112号号
令和6年5月16日発行
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編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
https://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口総人口 3,945人

男男 1,965人

女女 1,980人

戸数戸数 1,761戸
（令和7年2月28日現在）

令和7年3月19日発行
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JR篠ノ井線（西条駅・坂北駅・冠着駅）に
Suica（スイカ）が導入されました

　令和7年3月15日（土）よりJR篠ノ井線全駅でのSuicaによる出改札サービスが開始されました。
本村３駅（西条・坂北・冠着）においても「簡易Suica改札機（入出場両用機）」が新たに設置され、
Suicaによる出改札が可能となりました。なお、従来通り駅窓口での切符の販売も行います。JR篠ノ井
線の利用促進に皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【Suica導入に伴い駅窓口の業務内容等を変更します】
◦令和7年4月1日（火）からの村内３駅（西条・坂北・冠着）の窓口営業時間等

　駅窓口 営業日……月曜日から土曜日
休業日……日曜・祝日・年末年始（12月31日から1月3日）

　駅窓口 営業時間…午前8時から午後０時30分まで
◦Suicaカード等お持ちでない場合で、営業時間外及び休業日等は「乗車証明書発券機」をご
利用ください。（電車内又はお降りの駅窓口で清算をお願いします。）
◦特急券、新幹線乗車券の指定席等をご希望の方は、窓口で手書切符を発行しますので、事前（利
用日の2 ～ 3日前まで）にお買い求めください。（長野県内JR駅を発地・着地とする切符のみ
対応します。）
ご不明な点等は、総務課までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】総務課　TEL66-2111
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筑北SIC 利用台数一覧
【筑北SIC実施計画書による計画交通量　700台／日（R12）】

（2023／12〜2024／10まで）

広報誌をスマホで広報誌をスマホで
閲覧できます閲覧できます
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令和６年度
筑北村協働事業支援金の実施状況について

令和６年度支援事業一覧
団体名 事業名 事業内容 支援金額
東条１区
河鹿沢常会 河鹿沢線沿道整備 道路に張り出した枝等の除去等を行なうことで、環境美化と生

活の安全を図った。 100,000円

東条１区
立川常会 集落ゴミステーション周り改修 ゴミステーション周りへの砕石・固まる土の敷き込みを行なう

ことで、入口の段差及びぬかるみの解消を図った。 22,260円

聖南町区 伝統文化（獅子舞他）継承・交
流事業

地域の伝統文化として永きに渡り継承されてきた聖南町区（永
盛社）の獅子舞を後世に伝承し、多世代に渡る活動の輪を広げ
るため、北海道鷹栖町の北野神社奉納獅子舞との交流活動を
行なった。

100,000円

中安坂区
草湯常会 草湯公民館照明ＬＥＤ交換工事

公民館既存照明器具の経年劣化に伴い、不具合やカバー汚れ
等で照明効率が悪いため、ＬＥＤ照明器具に交換し、照明効率
の改善を図った。

24,750円

上永井区
永井中村常会 永井中村常会公民館修繕事業

公民館小部屋の畳下の床板及び根太、補強材等の経年劣化が
激しいため、床下の防湿処理も含め床材を張替え、公民館利用
の利便性を図った。

75,350円

向原区
向原分館 Ｕ字溝への蓋設置事業 向原消防詰所前のＵ字溝へコンクリートの蓋を設置することに

より、土手での植樹、花壇整備作業の安全化を図った。 100,000円

上永井区
玉根常会 玉根公民館床改修事業

公民館広間の床板及び根太が腐蝕し床が落ちる状態となって
いるため、床板及び根太、一部畳の張替えを行い、公民館使用
の安全化を図った。

30,520円

東条２区
八木常会

八木公民館付属灯油タンク用
防油堤の改修

公民館の屋外灯油タンクの金属製防油堤が経年劣化による腐
食で、本来の安全機能を果たせていないため、金属製防油堤を
撤去し、コンクリートブロックにて防油堤を構築して改修を行
なった。

93,500円

西条区
西条中町常会 集会所環境整備事業

高齢化が進み、集会所周辺の草刈り等への参加者が減少する
中で環境を維持することが難しくなってきたため、集会所周辺
へ防草シートを敷設することで、雑草を抑制し、維持活動の効
率化を図った。

39,600円

【住民の皆様へ】
ツキノワグマによる、人身被害を出さないため、次の取組をお願いします。

◎クマと不意に出会わないために
・森林やその周辺で行動する時は、複数人で話しながら行動したり、クマよけ
鈴やラジオ等の音を鳴らしながら行動するなど、人の存在をクマに知らせてく
ださい。
・朝夕の薄暗い時間帯や、見通しの悪いヤブがある場所では、注意して行動し
てください。

◎クマを寄せ付けないために
・人里でのエサを覚えたクマは、出没を繰り返します。収穫しないカキやクリ
などの木は伐採、又は果実を早期に収穫してください。
・廃棄する農作物や生ゴミ、油脂類等は、臭いが出ないよう適切に処理してく
ださい。

◎万が一、クマと出会ってしまったら
・クマは背を向けて走って逃げるものを追いかける習性があります。
・出会ってしまった時には、クマから目を離さず、ゆっくりとその場を離れて
ください。

クマの出没にご注意ください！

●収穫されないカキ
などの処理（もぎ取

り、伐採）

●集落周辺に近づ
けさせないためのヤ
ブや耕作放棄地の
刈り払い

●移動経路や隠れ
場所になる河川沿
いの樹林の除去等

●安全確保の
ためのヤブな
どの刈り払い

●家畜用飼料
などがクマを
誘引していな
いか点検

●エサとなる廃
果などの除去

住民の皆様にご協力頂きたい事項等

【お問い合わせ先】企画財政課企画係　TEL66-2111【お問い合わせ先】産業課農林係　TEL66-2111

　住民の皆様が、自ら地域の環境整備等の課題解決に取り組む活動や地域

の活力を生み出す活動に要する経費の一部を支援する制度に「筑北村協働

事業支援金」があります。

　令和６年度も多くの事業で活用いただきました。

　令和７年度事業のご相談は随時受け付けています。住民の皆様が協働して行う様々な地域活動に活用いただけま

すので、ご検討ください。

皆さんの地域やグループで実施したい事業がありましたら、まずはご相談ください。

写真：西条中町常会　集会所環境整備事業

筑北村協働事業支援金 制度概要
❖交付額：対象事業費の10分の10以内（上限10万円）
❖申請期間：右に記載のとおり
※事業採択の可否は選定委員会で審査します。

令和７年度 申請締切（予定）
❖第１回申請受付締切　４月25日（金）
❖第２回申請受付締切　７月25日（金）
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令和 7 年５月２６日に戸籍法の一部改正され、今まで戸籍に記載されなかった「振り仮名」が戸籍に追加されます。

＜戸籍に氏名の振り仮名が記載されるまでの流れ＞

戸籍に記載する予定の振り仮名の通知（令和７

年５月２６日以降、順次発送）を本籍地から、住民基

本台帳に登録されている「よみかた」を参考に、戸

籍に記載する予定の振り仮名を筆頭者宛てに通知

します。

※通知が届いたら、正しい振り仮名が記載されて

いるか、確認をしてください。

改正法の施工日（令和７年５月２６日）後１年以内

に限り、氏名の振り仮名の届出が可能になります。

この届出が受理をされると、戸籍に届出した振り

仮名を記載することになります。

１年以内に届出を行わなかった場合でも、通知

に記載されている振り仮名が戸籍に記載されます。

また、届出をせずに、実際と異なる振り仮名が記載

されてしまった場合に、一度限り家庭裁判所の許

可を得ずに変更の届出をすることが可能です。

＜重要！！＞

戸籍に記載する予定の振り仮名の通知が

誤っていた場合→必ず「振り仮名の届出」をする

正しい場合→届出はしなくても大丈夫

正しいフリガナが通知された場合は、届出を

しなくても、戸籍に記載されるから安心！！

戸籍に氏名の振り仮名が記載されます

【お問い合わせ先】住民福祉課住民係　TEL66-2111
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薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
　薬物乱用とは、違法な薬物を使うこと
　目的やルールを守らずに使うことです。

不動産評価等に関する無料相談会を開催いたしますので、お気軽にお出かけ下さい。
（具体的には、売買、交換、相続、借地、担保、賃貸借等に係る不動産評価）

開　催　地 日　　　　　時 会　　　　　場

長　野　市 令和7年４月4日（金）　午前１０時～午後４時
長野市役所
第１庁舎 ５階 会議室151

上　田　市 令和7年４月4日（金）　午前１０時～午後４時
上田商工会議所
４階　第１会議室

佐　久　市 令和7年４月2日（水）　午前１０時～午後４時
野沢会館（生涯学習センター）
２階　会議室4・5

松　本　市 令和7年４月4日（金）　午前１０時～午後４時
松本市役所　
本庁舎　４階　第２応接室

伊　那　市 令和7年４月３日（木）　午前１０時～午後４時
伊那市役所
３階　303会議室

飯　田　市 令和7年４月２日（水）　午前１０時～午後４時　
飯田市役所　本庁舎
3階　Ａ301・302会議室

諏　訪　市 令和7年４月3日（木）　午前１０時～午後４時
諏訪市役所
４階　403会議室

（正午～午後1時は休憩時間）

※予約不要です。直接会場にお越しください。

【お問い合わせ先】一般社団法人長野県不動産鑑定士協会　TEL 026-225-5228

管理栄養士の食がくコーナー　～食を「学」ぼう！食を「楽」しもう！～

★はじめよう！減塩生活 おいしく減塩1日マイナス2g

いつも使う調味料の食塩相当量はどのくらい？
　日本人は1日の食塩
摂取の約7割を調味料
からとっています。
　しょうゆやみそなど
日本の食事で使う調味
料は食塩量が多く、気
を付けなければ食塩の
とりすぎになりがちです。
調味料に含まれる塩分
量を知っておきましょう。
料理をするとき、調味料
を目分量で加えていま
せんか。調味料をきちん
と計測しないと、つい多
めに使ってしまいがちで
す。減塩のためには、分
量を正確に測ることが
大切です。

　薬物の乱用は、脳の正常な発達を止め、精神のバランスを悪くさせるため、脱

力感、幻覚といった精神障害や、脳を始めとする身体の主要器官に深刻な悪影響

を及ぼし、最悪の場合死に至らしめます。

　また、乱用者自身の精神や身体上の問題に留まらず、家庭の崩壊、さらには重大な犯罪の原因にもなり、社会

全体への問題と発展します。

　麻薬や覚醒剤などの薬物は、使用しているうちにやめられなくなるという“依存性”と、乱用による“幻覚”、“妄

想”に伴う自傷、他害の危険性があるという大きな特徴があります。

一度だけのつもりがいつの間にか薬物依存となり、一度しかない人生が取り返しのつかないものとなってしま

います。だから、薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」なのです。
〈公益財団法人　麻薬・覚せい剤乱用防止センター「薬物乱用防止のための情報と基礎知識」より一部抜粋〉

高齢者肺炎球菌ワクチン接種について
★今年度(令和６年度)の高齢者肺炎球菌ワクチン接種対象者の65歳の方で、まだ接種をし
ていない方は、66歳の誕生日を迎える前までに接種を受けましょう！

定期接種の対象者
①令和６年度に65歳になる方（昭和34年4月1日～昭和35年3月31日生まれ）
　対象期間は、65歳になる日の前日から66歳になる日の前日までとなっています。
　　　例）昭和34年10月1日生まれの方の対象期間

⇒令和6年9月30日～令和7年9月30日
生年月日に合わせて接種期間が異なります。

②接種日において60歳以上65歳未満の者で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常
生活が極度に制限される程度の障害のある者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障害のある者

年度当初に郵送した接種券や案内通知を紛失された方は、再発行できますので、住民福祉課
(TEL66-2111)までお問い合わせください。
また、村外の医療機関で接種を希望される場合は、事前に住民福祉課または坂井支所窓口へ予診票
を取りに来てください。

再度
ご確認ください‼

不動産鑑定士無料相談会のご案内
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あづみ野ランドあづみ野ランド
リニューアルオープンについてリニューアルオープンについて

　あづみ野ランドは、令和７年３月１日（土曜日）にリニューアルオープンしました。
　昨年より先行営業していました浴場施設と体育館に加え、今回新たにトレーニングルームと

多目的ルームを整備しましたので、皆様、是非ご利用ください。

【連絡先】「あづみ野ランド」 TEL：0263-82-0256

【ホームページ 】https://www.azuminoland.jp

　春先は空気が乾燥し、枯れた草や枯れ葉が多く、林野

火災が起こりやすくなります。

　近年は、人の不注意による火災が多く発生しており、

火災を防止するには、村民の皆様の心がけが不可欠です。

　暖かくなり、野外での農作業も増えてくるこの時期、

火の使用・始末には十分注意しましょう。

※なお当施設は穂高広域施設組合が運営するものであり、現在は指定管理者（静岡ビル保善 株式会社）が行っております。
　穂高広域施設組合の構成市町村は下記のとおりです。
　安曇野市、池田町、松川村、生坂村、筑北村、麻績村の６市町村

林野火災に注意しましょう林野火災に注意しましょう
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編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条4195番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

今回の内容
●『筑北村・区長会と議会懇談

会』の報告
●東筑摩郡村議会議員交流会
●筑北村商工会と行政懇談会

を開催
●議会広報研修会
●令和７年筑北村議会1月臨時

議会　審議結果

令和7年3月19日発行

第第116116号号

筑
北
村
の
二
一
区
、
区
長
会
と
議

会
議
員
懇
談
会
を
本
城
公
民
館
（
二

階
）
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

区
長
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
区
長
会
・
会
長
、
東
条
様
（
温
泉

運
営
審
議
会
、
会
長
）
よ
り
、
ご
挨

拶
と
お
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
区
長

と
議
員
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
、
区
長
の
皆
様

か
ら
多
岐
に
わ
た
る
話
題
が
提
供
さ

れ
グ
ル
ー
プ
毎
の
議
員
討
議
も
あ
り

活
発
に
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
長
か
ら
、
区
運
営
に
関
し
て
、

次
の
よ
う
な
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。

・
役
員
の
な
り
手
不
足

・
区
費
徴
収
と
金
額
の
違
い

・
区
内
清
掃
の
出
不
足
金
徴
収
の
違

い

・
行
政
配
布
物
の
配
布
数
問
題

・
区
要
望
の
進
捗
状
況
の
情
報
伝
達

グ
ル
ー
プ
懇
談
の
纏
め
と
し
て
グ

ル
ー
プ
を
代
表
す
る
発
表
者
か
ら
発

表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
区
と
も
に
共
通
の
問
題
点
は
高

齢
化
問
題
等
々
の
ご
苦
労
話
な
ど
が

多
く
議
会
と
し
て
も
区
運
営
の
代
表

者
で
あ
る
区
長
の
ご
活
動
に
感
謝
を

す
る
と
と
も
に
、
区
長
会
の
ご
意
見

を
参
考
に
今
後
と
も
『
区
運
営
の
在

り
方
』
特
に
配
物
の
削
減
等
行
政
が

出
来
る
提
案
等
行
政
に
反
映
さ
せ
、

議
会
と
し
て
の
行
政
各
課
と
の
協
議

を
行
い
提
案
、
提
言
の
結
果
と
し
て

の
成
果
を
ま
た
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

2
月
6
日
に
東
筑
摩
郡
5
村
の
議

員
約
50
人
が
参
加
し
た
交
流
会
が
生

坂
村
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
松
本
山
雅
の
小
林

さ
ん
と
上
田
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー
を
使
っ
た
体
操

や
タ
オ
ル
と
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動

を
行
い
ま
し
た
。
二
人
一
組
で
5
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
ボ
ー
ル
を
タ
オ

ル
に
載
せ
て
パ
ス
し
、
チ
ー
ム
対
抗

で
競
争
を
し
ま
し
た
。
他
村
の
議
員

同
士
で
力
を
合
わ
せ
る
運
動
に
会
話

も
弾
み
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

走
っ
て
は
い
け
な
い
「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
は
、
歩
き
と

パ
ス
で
ボ
ー
ル
を
繋
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
運
動
で
声
を
掛
け
あ
い
な
が
ら

の
真
剣
勝
負
に
皆
熱
く
な
り
ま
し

た
。怪

我
が
な
く
交
流
が
で
き
、
と
て

も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
議
員

同
士
の
横
の
連
携
は
様
々
な
場
面
で

重
要
で
す
。
今
後
も
交
流
を
深
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

『
筑
北
村
・
区
長
会
と
議
会
懇
談
会
』の
報
告

副
議
長
　
勝
田
昇

東
筑
摩
郡

村
議
会
議
員
交
流
会

商
工
会
と
行
政
懇
談
会
を
西
条
温

泉
と
く
ら
で
行
い
、
商
工
会
か
ら
渡

辺
武
喜
会
長
や
役
員
が
、
行
政
側
か

ら
は
、
太
田
守
彦
村
長
や
鎌
田
欣
子

議
長
、
宮
下
敏
彦
建
設
産
業
委
員
長

ら
が
出
席
し
、
筑
北
村
の
総
合
振
興

政
策
、
商
工
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
懇
談
し
た
。

商
工
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望

（
全
体
）
村
の
商
工
業
補
助
事
業

補
助
金
の
維
持
に
つ
い
て
、
県
か
ら

の
補
助
金
が
、
令
和
7
年
度
か
ら
10

年
間
か
け
現
状
の
半
分
に
な
る
為
、

村
補
助
金
の
維
持
と
買
い
物
弱
者
に

喜
ば
れ
て
い
る
移
動
販
売
車
事
業
に

つ
い
て
、
今
以
上
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

（
商
業
部
会
）
商
品
券
等
発
行
に

よ
る
地
域
商
工
業
の
発
展
に
つ
い

て
、
筑
北
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付
食
事
券

は
飲
食
業
に
と
っ
て
経
済
効
果
は
絶

大
。
引
き
続
き
商
品
券
等
発
行
事
業

を
継
続
し
て
欲
し
い
。

（
工
業
部
会
）
空
き
家
等
の
修
繕

に
対
す
る
地
元
企
業
へ
の
発
注
及
び

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
村
内
業
者
は

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る

議
会
広
報
研
修
会
が
、
1
月
22
日
松

本
市
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
が
受

講
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
、「
伝
わ
る
議
会
報
の

企
画
と
編
集
」、
第
2
部
は
「
議
会
だ

よ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
県
内
11
町
村

の
広
報
と
全
国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
を
事
例
に
、
評
価
点
と

見
直
し
点
の
解
説
）
と
題
し
て
、
自

治
体
広
報
広
聴
研
究
所
の
金
井
茂
樹

代
表
理
事
に
よ
る
研
修
会
で
し
た
。

住
民
目
線
で
分
か
り
易
い
広
報
で

あ
る
か
確
認
す
る
。
行
政
・
議
会
用

語
の
表
現
の
工
夫
、
専
門
用
語
は
解

説
を
つ
け
る
。
見
出
し
文
章
は
、
簡

素
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
現
す
る

な
ど
、
今
後
の
注
意
事
項
と
し
て
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
多
く
の
皆
様
に
議
会
活
動
を
よ

り
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
の
編
集
を
目
指
し
ま
す
。

様
々
な
工
事
に
対
応
で
き
る
。
地
元

企
業
に
工
事
が
依
頼
で
き
る
よ
う
移

住
者
へ
の
情
報
提
供
を
要
望
す
る
。

そ
の
他
出
さ
れ
た
代
表
的
な
意
見

は
、

・
生
鮮
食
料
品
を
扱
う
商
店
の
閉
店

・
駅
前
の
活
性
化

・
と
く
ら
周
辺
の
環
境
整
備

・
筑
北
村
の
良
さ
を
全
国
へ
発
信

・
筑
北
S
I
C
周
辺
の
土
地
利
用

に
つ
い
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
村
側
か
ら
は
、
商
工

会
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
村
が

よ
り
一
層
元
気
に
な
る
。
出
さ
れ
た

要
望
等
に
つ
い
て
は
、
力
を
合
わ
せ

事
業
展
開
し
て
い
き
た
い
と
の
返
答

が
あ
り
ま
し
た
。

筑
北
村
商
工
会
と

行
政
懇
談
会
を
開
催

議
会
広
報
研
修
会

1．議案

件　　　　　　　　　　名 議決の結果

令和６年度筑北村一般会計補正予算（第７号） 可　決

筑北村移住サポート住宅の設置及び管理に関する条例について 可　決

財産の無償譲渡について（筑北村国民健康保険診療所） 可　決
※いずれも全会一致

令和７年筑北村議会1月臨時議会　審議結果
１月22日に行われた令和７年１月臨時議会の議案の審議結果は、以下のとおりです。
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編集　筑北村公民館情報部
　　　筑北村教育委員会事務局
〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井5687-2
電話　0263-67-2064
FAX　0263-67-2170
ホームページ
https://www.vill.chikuhoku.lg.jp

令和7年3月19日発行

第第116116号号

新
年
に
な
っ
た
1
月
12
日
に
、筑
北

曼
陀
羅
ツ
ア
ー
（
村
民
企
画
主
催
）が

企
画
し
た
、「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。村
内
外
17
名
の
参

加
者
で
、令
和
7
年
の
健
康
祈
願
を
し

な
が
ら
西
条
駅
の
東
側（
八
木
・
岩
戸
）

の
地
域
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

西
条
駅
を
10
時
に
出
発
し
J
R
篠

ノ
井
線
を
渡
り
、八
木
地
区
公
民
館
へ

向
か
い
ま
し
た
。現
在
は
村
歴
史
民
俗

資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、か

つ
て
八
木
地
区
で
大
切
に
保
管
し
て
い

た「
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
を
参
加

者
に
紹
介
し
ま
し
た
。

鉄
で
作
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
歴

史
は
建
治
元
年
作（
1
回
目
の
元
寇
が

あ
っ
た
翌
年
）全
国
的
に
も
80
体
し
か

な
く
、
長
野
県
で
は
こ
こ
八
木
地
区
の

廃
寺
に
な
っ
た
大
泉
寺
に
あ
る
だ
け

昨
年
ま
で
は
、
小
学
６
年
生
に
よ

る
子
ど
も
議
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
は
義
務
教
育
の
最

後
の
年
に
小
学
校
か
ら
行
っ
て
き
た

総
合
的
な
学
習「
ふ
る
さ
と
学
習
」や

社
会
科
の
学
習
の
集
大
成
と
し
て
位

置
付
け
て
中
学
３
年
生
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
が
議
会
で
の
一
般
質
問
を

体
験
す
る
意
義
と
し
て
、
次
の
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◦
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
ま
と
め

◦
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
主
権
者
教
育
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育

む
教
育
と
し
て

◦
「
政
治
参
加
」
へ
の
機
会

◦
ふ
る
さ
と
筑
北
村
を
見
つ
め
直
す

機
会

◦
こ
ど
も
基
本
法
の
理
念
（
※
）
の

履
行
場
面
と
し
て

※
こ
ど
も
基
本
法
で
は
、
全
て
の
こ

ど
も
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢
お
よ

び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
自
己

に
直
接
関
係
す
る
全
て
の
事
項
に

関
し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
が
国
や
自
治
体
の

義
務
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
具

体
的
な
質
問
項
目
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◦
街
灯
の
増
設
に
つ
い
て

◦
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

◦
松
枯
れ
問
題
に
つ
い
て

◦
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

◦
観
光
や
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

◦
善
光
寺
街
道
の
整
備
に
つ
い
て

街
灯
の
問
題
は
、
子
ど
も
た
ち
の

日
常
的
な
生
活
に
係
る
問
題
で
す
し
、

善
光
寺
街
道
の
整
備
は
イ
ベ
ン
ト
で

村
外
か
ら
人
を
招
い
た
時
の
実
体
験

に
基
づ
く
質
問
で
す
。

ま
た
、
空
き
家
問
題
や
松
枯
れ
対

策
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
観
光
・
産

業
Ｐ
Ｒ
な
ど
は
、
村
に
と
っ
て
も
喫

緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
村
長
や
各
課
長

に
質
問
し
ま
し
た
。

単
に
質
問
意
見
を
言
う
だ
け
で
な

く
、
特
に
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
自

分
た
ち
が
S
N
S
を
活
用
し
た
り
、

動
画
を
作
っ
て
Y
o
u
T
u
b
e
で

流
す
活
動
を
し
た

い
と
い
う
思
い
か

ら
、
ど
う
す
れ
ば

村
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役

買
え
る
か
質
問
し

て
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
」

を
よ
り
良
く
し
よ

う
と
す
る
中
学
生

の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る「
中
学

生
議
会
」
と
な
り

ま
し
た
。

だ
そ
う
で
す
。

仏
像
は
銅
造
が
主
流
で
す
が
、銅
は

手
に
入
ら
な
い
た
め
、
鎌
倉
時
代
に
は

農
具
の
鉄
の
鍬
な
ど
が
作
ら
れ
て
き

た
の
で
、
容
易
に
手
に
入
る
鉄
造
で
着

手
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
背
丈
44
・
5

㎝
の
こ
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
飢
饉
の
時

に
製
造
さ
れ
る
の
が
多
く
、こ
の
斜
め

に
見
つ
め
る
お
顔
立
ち
が
、
慈
悲
深
い

ま
な
ざ
し
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

八
木
公
民
館
か
ら
高
台
を
越
え
て
、

途
中
遠
く
に
見
え
る
白
銀
の
北
ア
ル

プ
ス
に
感
動
し
な
が
ら
東
条
川
を
渡

り
、岩
戸
地
区
へ
向
か
い
ま
し
た
。

こ
の
岩
戸
地
区
に
あ
る
古
民
家
カ

フ
ェ
S
i
l
k
&
S
o
y
（
シ
ル
ク
&

ソ
イ
）に
到
着
。

こ
こ
は
築
約
1
6
0
年
の
建
物
で

江
戸
末
期　

醬
油
製
造
が
始
ま
り
、大

正
時
代
は
養
蚕
を
や
っ
て
い
た
古
民

家
を
、移
住
者
の
旦
那
さ
ん
が
イ
ギ
リ

ス
人
・
奥
さ
ん
が
日
本
人
の
ご
夫
婦
が
、

カ
フ
ェ
の
名
前
も
蚕
の「
シ
ル
ク
」
に

「
ソ
イ
」
は
醤
油
の
元
の
大
豆
か
ら
名

付
け
た
そ
う
で
す
。

参
加
者
は
思
い
思
い
に
寛
い
で
い
ま

し
た
。

古
民
家
カ
フ
ェ
を
後
に
し
て
1
日

の
思
い
出
を
語
り
な
が
ら
西
条
駅
へ

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

鉄造阿弥陀如来立像

古民家カフェ
記念撮影

コ
ラ
ム

年
も
開
け
た
と
思
い
や
、
も
う
3
ヶ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
巳
年
で
す
が
、
巳
年
の
神
様
は
、

巳し
し
ん神

で
す
。

ご
存
じ
の
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
薬
師

如
来
の
仏
に
付
き
従
う
武
装
し
た
十
二
神し

ん
に
ょ
う将

の
守
護
神
で
す
。

巳
神
の
代
表
的
な
仏
像
は
、
鎌
倉
時
代
の
仏

師
・
運
慶
系
統
の
作
と
さ
れ
る
も
の
が
国
立
博

物
館
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
頭
の
上
に
と
ぐ
ろ

を
巻
い
た
蛇
が
印
象
的
で
す
。

仏
像
の
多
く
は
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
、
依

頼
者
の
多
く
は
女
性
だ
そ
う
で
す
。
鎌
倉
時

代
は
、
世
の
中
の
不
安
定
さ
も
あ
り
戦
で
亡
く

な
っ
た
夫
や
子
ど
も
、
戦
に
赴
い
た
家
族
の
安

全
を
思
い
仏
像
の
製
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

北
条
政
子
も
巳
の
刻
に
出
産
し
た
息
子
源
実

朝
の
加
護
を
求
め
、巳
神
像
を
や
は
り
運
慶
に

依
頼
し
て
い
ま
す
。

仏
師
と
し
て
は
多
く
の
素
晴
ら
し
い
仏
像
を

残
し
て
い
る
運
慶
で
す
が
、
ど
う
も
強
欲
家
で

も
あ
っ
た
と
か
。
ど
の
時
代
で
も
名
を
馳
せ
る

と
お
金
の
欲
は
つ
い
て
回
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
強
欲
な
運
慶
の
姿
を
記
し
た
頬ほ

お
や
き焼
阿

弥
陀
縁
起
絵
巻
に
は
、
裕
福
な
女
性
の
「
町
の

局
」
の
従
者
か
ら
、
当
時
の
貨
幣
の
代
わ
り
の

反
物
を
受
け
取
る
様
子
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。

お
金
が
回
る
と
い
わ
れ
る
巳
年
。
色
々
な
欲

に
負
け
ず
、
よ
り
良
き
道
を
歩
む
者
と
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

若
葉
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12
月
2
日
に
行
な
わ
れ
た
第
3
回
学

校
運
営
協
議
会
の
中
で
学
校
防
災
に
つ
い

て
被
災
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

つ
つ
、
被
災
時
に
何
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
か
熟
議
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
避
難
所
開
設
ま
で
の
流
れ
を
総

務
課
担
当
者
に
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

村
の
防
災
計
画
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
避
難
所
開
設
ま
で
の

流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。
避
難
所
が
開
設

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
校
舎
の
開
錠
方
法

や
教
職
員
の
対
応
方
法
な
ど
、よ
り
詳
細

な
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

続
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
大
地

震
発
生
で
地
域
が
被
災
し
た
と
い
う
想
定

で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
発

生
時
に
村
職
員
が
避
難
所
に
持
ち
込
む

「
避
難
所
開
設
B
O
X
」
を
開
封
し
中
身

を
確
認
し
ま
し
た
。
中
に
は
避
難
所
を
開

設
す
る
た
め
の
手
引
き
や
避
難
し
て
き
た

方
に
記
入
い
た
だ
く
名
簿
や
応
急
処
置
用

の
医
療
キ
ッ
ト
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

中
身
を
確
認
し
な
が
ら
、自
分
が
無
傷

だ
っ
た
と
し
た
ら
ま
ず
ど
ん
な
動
き
を
す

る
の
か
考
え
ま
す
。
付
箋
に
書
き
出
し
な

が
ら
貼
っ
て
い
く
と
避
難
者
の
情
報
や
被

災
状
況
の
把
握
、避
難
所
運
営
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ
な
ど
、重
要
な
判
断
を
素
早
く

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。ま
た
、学
校
側
か
ら
は「
学
校
内
の

防
災
物
資
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
も

の
の
、
村
の
防
災
倉
庫
に
は
何
が
入
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」、「
実
際
に
校
舎

が
避
難
所
に
な
っ
た
場
合
、
児
童
と
避
難

者
の
動
線
を
分
け
な
い
と
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
…
」
な
ど
リ
ア
ル

な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
り
う
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
村
民
一
人
一
人
が
そ
の
時
ど
う
す

る
か
考
え
話
し
合
う
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

後
日
、
村
総
務
課
指
導
の
も
と
防
災

ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
を
聖
南
中
学
校
体
育

館
に
て
行
な
い
ま
し
た
。
聖
南
中
の
先
生

方
も
実
際
に
自
分
た
ち
の
手
で
組
み
立
て

る
こ
と
で「
こ
れ
な
ら
生
徒
も
お
手
伝
い

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
今
後
も
防
災
に
つ
い
て
熟

議
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

来
年
度
も
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
村
と
協
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2
月
21
日
に
保
育
園
学
校
協
働
本
部

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
学
校
協
働
本
部
会
議
で
は
、各

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
こ
の
1
年
の
振

り
返
り
や
来
年
度
へ
の
抱
負
の
声
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
保
育
園
や
学
校
と
の

連
携
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
課
題
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
、出
さ
れ
た
課
題
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
か
が
、楽
し
み
で
す
。

学
校
防
災
の
協
議
で
見
学
希
望
の
意

見
が
あ
っ
た
、
防
災
倉
庫
も
見
て
み
ま
し

た
。3

月
3
日
に
予
定
し
て
い
た
学
校

運
営
協
議

会
は
悪
天

候
の
た
め

中
止
に
な

り
ま
し
た
。

1
月
20
日
に
、今
年
度
最
後
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
1
・
2
学
年
は
ス
ケ
ー
ト
教
室
の

た
め
、
3
学
年
か
ら
6
学
年
に
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
は
楽
し
そ
う
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　

学
校
運
営
協
議
会
広
報
部

学
校
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

保
育
園
学
校
協
働
本
部
会
議
・

学
校
運
営
協
議
会

筑
北
小
学
校
読
み
聞
か
せ

↑学校の動きをシミ
ュレーション

↑避難所開設マニュア
ルを確認

多くの物資が保管
されています

↑確認すべき事項など
が明らかに

行
っ
て
み
ま
し
ょ
！

見
て
み
ま
し
ょ
！

筑
北
村
で
氷
瀑
が
観
察
で
き
る
ス

ポ
ッ
ト『「
大
滝
」
別
名
不
動
の
滝
』

を
紹
介
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
氷
瀑
と

は
、
凍
り
つ
い
た
滝
の
こ
と
を
指
し
、

滝
か
ら
流
れ
る
水
が
外
気
に
触
れ
る

こ
と
で
凍
り
、
凍
っ
た
と
こ
ろ
に
ま

た
水
が
流
れ
て
き
て
ま
た
凍
る
と
い

う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
で
き
る
現
象

で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

凍
り
つ
い
た
滝
は
、
時
が
止
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
、
と
て
も
幻
想

的
で
す
。

こ
の
滝
は
、
旧
本
城
村
の
滝
の
う

ち
最
も
水
量
が
豊
か
で
、
高
さ
も
高

い
こ
と
か
ら「
大
滝
」と
呼
ば
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

1
月
下
旬
に
見
に
行
き
、
周
り
の

草
に
つ
ら
ら
が
垂
れ
て
い
る
状
態
で

氷
瀑
の
始
ま
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

氷
点
下
の
気
温
が
続
く
寒
い
時
期
に

観
察
で
き
る
自
然
現
象
の
た
め
凍
ら

な
い
年
も
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
も
の

は
な
い
氷
点
下
の
自
然
が
作
り
出
す

幻
想
的
な
風
景
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

大
滝
の
下
に
は
昨
年
行
わ
れ
た
廃

線
敷
き
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
使
わ

れ
た
小
仁
熊
ト
ン
ネ
ル
も
あ
る
の
で

併
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
硬
式
野
球
部

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
長
野
高
校
野
球

部
後
援
会（
宮
下
敏
彦
会
長
）は
、部

員
23
名
、
内
山
義
彦
監
督
、
鎌
田
欣

子
村
議
会
議
長
、
保
護
者
な
ど
が
、

刈
谷
澤
神
明
宮
に
参
拝
し
、
チ
ー
ム

の
飛
躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。

野
本
塁
主

将
は「
勝
ち
を

意
識
し
、
チ
ー

ム
全
体
で
練

習
に
取
り
組

み
目
標
に
向

か
っ
て
挑
戦

し
て
い
き
た

い
」
と
新
た
な

年
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

信
州
筑
北
ボ
ー
イ
ズ

筑
北
村
坂
井
を
拠
点
と
す
る
中
学

生
硬
式
野
球
チ
ー
ム
信
州
筑
北
ボ
ー

イ
ズ
は
、
刈
谷
澤
神
明
宮
で
発
足
後

初
め
て
選
手
や
指
導
者
、
保
護
者
45

名
が
参
拝
し
、
今
年
１
年
の
飛
躍
を

誓
い
ま
し
た
。

緑
川
竜
二
監
督
は「
全
国
大
会
を

目
標
に
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
目
指

す
」
古
河
陵
駕
主
将
は「
目
標
は
全

国
大
会
出

場
。
全
員
で

一
生
懸
命
頑

張
る
」
と
語

り
、
宮
下
敏

彦
チ
ー
ム

相
談
役
は

「
チ
ー
ム
名
、

信
州
筑
北
が

全
国
で
知
れ

渡
る
よ
う
応

援
し
ま
す
」

と
激
励
し
ま

し
た
。

長
野
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

筑
北
村
本
城
を
拠
点
と
す
る
中
学

女
子
野
球
チ
ー
ム
長
野
フ
ェ
ア
リ
ー

ズ
は
、
本
城

屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で

全
国
大
会

出
場
を
祈

願
し
、
ダ
ル

マ
目
入
れ
式

を
行
い
ま
し

た
。
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2
月
11
日
の
早
朝
よ
り
、
本
城
体

育
館
に
て「
S
T
I
杯
i
n
筑
北
ジ
ュ

ニ
ア
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
U
︱
12
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
平
成

26
年
の
初
回
大
会
か
ら
年
1
回
冬
季

の
2
月
に
開
催
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
渦

中
は
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
主

催
者
は
筑
北
・
生
坂
両
村
の
有
志
団
体

「
S
T
I
杯
運
営
委
員
会
」
で
、
大
会

当
日
は
、北
東
信
と
中
信
地
域
か
ら
9

団
体
の
12
チ
ー
ム
総
勢
1
2
0
人
余

り
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、交
流
を

目
的
と
し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
の
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
は
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
5
人
制
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
す
が
、

交
代
が
何
回
で
も
行
え
る
な
ど
細
か

い
ル
ー
ル
が
違
い
ま
す
。
ま
た
コ
ー
ト

が
サ
ッ
カ
ー
よ
り
小
さ
い
た
め
、
展
開

が
早
く
得
点
の
機
会
が
多
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
屋
外
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
な

い
冬
季
は
、フ
ッ
ト
サ
ル
で
活
動
す
る

チ
ー
ム
団
体
も
あ
り
、
冬
場
の
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の
人
気
が
あ
り
ま
す
。

競
技
内
容
は
、午
前
中
に
4
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
会
で
多
く
勝
っ
た
チ
ー
ム

が
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
て
、
午
後
に
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
て
順
位
を

争
い
ま
し
た
。

大
会
中
に
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出

店
や
、
道
の
駅
さ
か
き
た
・
も
え
ぎ
亭

の
温
か
い
お
や
き
の
販
売
も
あ
り
、
各

チ
ー
ム
の
保
護
者
や
、子
ど
も
た
ち
が

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、長
野
市
篠
ノ
井
の
チ
ー
ム

が
優
勝
し
、
筑
北
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
笑
顔
が
見
え
た

大
会
と
し
て
終
え
ま
し
た
。

ジュニア選手勢揃い

数々の好プレー

多くの保護者が子供たちを見守る

館
報
編
集
後
記

早
い
も
の
で
令
和
6
年
度
の
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
も
最
終
号
と
な
り
ま
す
。今
年
度

か
ら
館
報
の
編
集
に
関
わ
り
は
じ
め
、多

く
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
発
行
で

き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
イ
ベ

ン
ト
や
名
所
な
ど
村
の
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

さ
て
、今
号
の
作
成
で
私
は
表
紙
の
写

真
や
大
滝
の
取
材
を
担
当
し
て
い
た
の

で
す
が
、直
前
に
体
調
を
崩
し
て
仲
間
に

代
打
を
お
願
い
し
快
く
引
き
受
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
持
つ
べ
き
も
の
は
仲
間
だ

な
と
高
熱
で
も
う
ろ
う
と
す
る
中
深
く

感
じ
ま
し
た
。

何
年
か
ぶ
り
に
し
ん
ど
い
と
感
じ
る
風

邪
を
ひ
い
た
わ
け
で
す
が
、療
養
を
し
て

い
る
際
、天
井
の
板
の
数
を
数
え
た
り
木

目
の
模
様
を
眺
め
た
り
と
幼
か
っ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
い
た
こ
と
を
大
人
に
な
っ
て
も

や
っ
て
い
ま
い
た
。
あ
の
頃
か
ら
成
長
し

た
の
だ
ろ
う
か
?
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で

過
ご
す
療
養
期
間
で
し
た
。

令
和
に
な
り
毎
年
異
常
気
象
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。来
年
度
は
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
肩
の
力
を
抜
い
て
過
ご
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

す
だ
こ

やっぱりカレーは特別！
美味しい!!

3・4・5・６学年
爺ガ岳スキー場爺ガ岳スキー場
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寒さの中にも、少しずつ春の暖かい日差しが感じられるようになったこの頃。

今年度も残りわずかになりました。この一年間を振り返り、一人ひとり自分のペースで

大きく、たくましく成長した姿に嬉しさを感じています。

さくらさんが電車に乗り、役場へひいらぎ

をもらいに行きました。

魚のいい匂い～

でも鬼はこの匂いが嫌いなんだよ

雪遊び楽しいな

たくさん雪が降ると大喜び

の子どもたち。雪の冷たさ

や楽しさを感じながら遊ん

でいます。

豆まき会 ひなまつり

こわくないよ！それ～

おしてあげるよ

参観日

村長室にもおじゃましました。

「おには～そと」「ふくは～うち」と元気に豆をまいて

鬼を追い出してくれました。子どもたちの元気パワー

で今年も福がたくさん訪れそうです！

坂も上ってみよう

大きく成長し、卒園・進級を迎えます。

図書館の館長さんに教えてもらいながら、

とても貴重な体験ができました。

保育園だより保育園だより

日にち 内 容

１日（火） 休館

９日（水） はじまりの会

10 日（木） ベビーマッサージ

17 日（木） 理学療法士相談

22 日（火） 乳幼児健診

24 日（木） ベビーマッサージ

詳しくは「おひさま・すこやかカレンダー」をご確認ください。

子育て支援センター４月の予定

一年間ありがとうございました
朝晩はまだまだ冷えますが、日中の暖かい日差しに春の訪れを感じられるようになりました。

子育て支援センターは、『こども家庭センター』として、妊娠期から出産を経て 18 歳に至るまで、

子どもに関わる全ての相談窓口となっています。

今年度も、ご家族に寄り添いながら、お子さんの成長の一助となる遊びの提供や、『おひさまの森』

で様々な行事を行いました。また、お子さんとのよりよい関りを学ぶ講座や生活リズムを整えるご相

談等をさせていただきながら、お子さんの成長を一緒に見守ってきました。

これからも、困った時にいつでも頼っていただけるよう、スタッフ一同頑張っていきます。

来年度もよろしくお願いします。

一年間いろいろな活動がありました（一部）

『理学療法士相談』

親子のふれあいが大事です

『ベビーマッサージ』

目を見て笑顔でわらべうたと共に

絵本も一緒に

楽しみます

季節の行事『豆まき会』

一年の健康と幸福を願って

『自由開放でのあそび』

楽しい遊びがいっぱい

『ランチルームで昼食』

みんなで食べるとおいしいね

子育て支援センターだより子育て支援センターだより
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筑 北 村 図 　 書 館 だ よ り筑 北 村 図 　 書 館 だ よ り
第172回芥川賞･直木賞受賞作　本屋大賞ノミネート作発表第172回芥川賞･直木賞受賞作　本屋大賞ノミネート作発表

今回は芥川賞2人、直木賞が1人受賞になりました。話題の本をこの機会にぜひ読んでみてください。

筑北村図書館　お問い合わせ　TEL 66-1115

※「図書館流通センター」より引用

館長新春講演会「館長新春講演会「国国
くにうみくにうみ

生生神話と神話と巳巳
へびへび

の話」	の話」	2月6日2月6日

第2回　からむしワークショップ	 1月26日第2回　からむしワークショップ	 1月26日

第9回いきいき学習講座と図書館が共催した講演会がありました。山崎
図書館長は、図書館長と同時に、上田市にある生島足島神社の宮司をして
います。
生島足島神社のお勤めしている方にしかわからない神事の話や、神社の境
内に通る“レイライン”の話、本城地区にある大洞神社に祀られているご神体
についての話など、興味深いお話をたくさんしてくださいました。

麻に似たイラクサ科の植物であるカラムシの繊維から糸を作っていく麻績(おう)み体験と、
タッセルを作るワークショップを行いました。はじめに、繊維を爪と指を使って裂いていき、細く
なった繊維を繋げて長くしていきました。どなたも凄く集中して黙々と麻績(おう)みの作業され
ていました。次に、タッセルを作りました。縛る糸もきれいな色に染められているカラムシの糸で、
とてもかわいいタッセルが出来上がりました。

23 22



［印刷］川越印刷株式会社

※環境保全に対応し
た紙と、環境に優し
い植物性油インク
を使用しています。
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